
総
合
計
画
と
は
、
自
治
体
の
総
合
的
な
計

画
の
こ
と
で
、
行
政
計
画
の
中
で
最
も
上
位

に
位
置
し
ま
す
。
市
の
事
業
は
、こ
れ
に
沿
っ

て
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
上
で
の
指
針
と
な
り
ま
す
。

こ
の
総
合
計
画
は
、
大
き
く
分
け
て
基
本

構
想
、
基
本
計
画
、
実
施
計
画
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
（
次
ペ
ー
ジ
の
図
参
照
）。

そ
の
策
定
に
向
け
て
、
市
民
で
組
織
す
る

「
夢
・
未
来
懇
談
会
」
や
総
合
計
画
審
議
会
で
、

可
児
市
の
将
来
像
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い

を
重
ね
た
結
果
、
基
本
構
想
の
中
間
案
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。

可
児
市
第
四
次
総
合
計
画

総
合
計
画
と
基
本
構
想

総合計画審議会の様子

基本構想中間案の
あらまし

基
本
構
想
の
中
間
案 

ま
と
ま
る

市
は
、
23
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
第
四
次
総
合
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
今
後
目
指
す
ま
ち
の
将
来
像
な
ど
を
定
め
る
基
本
構
想
の
中
間
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

人 つながる可児人 つながる可児

１
．「
人
権
尊
重
」
の
視
点

２
．「
環
境
配
慮
」
の
視
点

３
．「
参
画
と
協
働
」
の
視
点

４
．「
都
市
経
営
」
の
視
点

まちづくりの
重要な視点

１　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
活
性
化
し
、
地
域
主
体
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）

２　

誰
も
が
地
域
の
中
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
共
助
の
社
会
を
つ
く
る（
地
域
福
祉
）

３　

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
を
整
え
る
（
児
童
福
祉
）

４　

高
齢
者
が
元
気
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
る
（
高
齢

者
福
祉
・
介
護
保
険
）

５　

障
が
い
の
あ
る
人
が
地
域
の
中
で
自
立
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
を
つ
く
る
（
障
が
い
者
福
祉
）

６　

誰
も
が
生
涯
に
わ
た
り
元
気
で
健
康
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く

る
（
保
健
・
医
療
）

７　

安
定
し
た
市
民
生
活
を
確
保
す
る
（
社
会
保
障
）

８　

地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
（
消
防
・
防
災
）

９　

安
全
・
安
心
な
市
民
生
活
を
確
保
す
る
（
防
犯
・
交
通
安
全
）

10　

多
様
な
文
化
や
習
慣
を
持
つ
人
が
共
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く

る
（
多
文
化
共
生
）

11　

誰
も
が
等
し
く
社
会
に
参
画
で
き
る
ま
ち
を
つ
く
る
（
人
権
・
男
女
共
同
参
画
）

１　

子
ど
も
を
健
や
か
に
育
む
幼
児
教
育
・
学
校
教
育
の
充
実
（
子

ど
も
の
教
育
）

２　

家
庭
・
地
域
で
子
ど
も
を
見
守
り
、
育
て
る
（
社
会
教
育
）

３　

誰
も
が
い
つ
で
も
学
べ
る
ま
ち
を
つ
く
る
（
生
涯
学
習
）

４　

誰
も
が
い
つ
で
も
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
ま
ち
を
つ
く
る
（
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
）

５　

歴
史
や
文
化
、芸
術
に
親
し
め
る
ま
ち
を
つ
く
る（
文
化
・
芸
術
）

（まちづくりの基本目標２）
多世代がふれあい、地域で
育む心豊かな人づくり

（まちづくりの基本目標１）
地域で支えあい、誰もが安
心して暮らせるまち

ま
ち
づ
く
り
の
重
要
な
視
点

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
中
で
、

大
切
に
し
た
い
４
つ
の
事
を
、
ま
ち
づ
く
り

の
重
要
な
視
点
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

1
．「
人
権
尊
重
」
の
視
点

市
民
が
お
互
い
を
認
め
尊
重
す
る
「
人
権

尊
重
」
を
基
本
と
し
、
お
互
い
を
信
頼
し
思

い
や
り
な
が
ら
、
地
域
で
の
つ
な
が
り
や
支

え
合
い
を
大
切
に
し
ま
す
。

2
．「
環
境
配
慮
」
の
視
点

低
炭
素
社
会
、
循
環
型
社
会
、
自
然
共
生

社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
環
境
に
配
慮
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

3
．「
参
画
と
協
働
」
の
視
点

多
様
な
主
体
（
市
民
、
自
治
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

事
業
者
な
ど
）
と
行
政
が
、
共
に
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
、
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
画

し
、
協
力
・
連
携
し
な
が
ら
創
意
工
夫
し
て

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

4
．「
都
市
経
営
」
の
視
点

市
民
の
暮
ら
し
や
す
さ
と
ま
ち
の
魅
力
を

高
め
、
地
域
を
活
性
化
す
る
た
め
に
、
限
ら

れ
た
財
源
と
地
域
資
源
な
ど
を
有
効
に
活
用

し
、
中
長
期
的
な
視
点
か
ら
計
画
的
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
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６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
、
地
域
懇
談
会

や
各
種
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
多
く
の

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
そ
れ
を
基

に
、
基
本
構
想
を
ま
と
め
て
い
き
ま
す
。

今
後
の
予
定

より住みよい可児を目指して…より住みよい可児を目指して…

可児市第四次総合計画

輝く人とまち輝く人とまちまちの将来像

基本構想で定めたまちの将来像を実
現するため、重点的な取り組みや、
基本的な施策と主要事業を明らかに
するもの

基本計画に定めた施策を限られた財
源の中で効果的に実施するため、具
体的な事業を明らかにするもの

基本構想まちの将来像を定め、まちづくりの
基本的な方向を明らかにするもの

実施計画

基本計画

総合計画の構成

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標
実
現
の
た
め
に

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標
を
実
現
す
る
た

め
、
主
に
市
役
所
が
組
織
を
挙
げ
て
取
り
組

む
べ
き
こ
と
を
次
の
よ
う
に
位
置
付
け
て
い

ま
す
。

①
多
様
な
主
体
が
元
気
な
参
画
と
協
働
の
ま

ち
づ
く
り

・ 

情
報
共
有
を
進
め
る

・ 

活
動
の
支
援
や
交
流
・
連
携
の
場
づ
く
り

を
進
め
る

・ 

地
域
協
働
を
推
進
す
る

・ 

新
し
い
公
共
空
間
の
形
成
に
取
り
組
む

②
効
果
的
な
自
治
体
運
営
に
よ
る
健
全
で
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

・ 

効
果
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

・ 

施
策
の
着
実
な
実
施
と
継
続
的
な
改
善
を

行
う

・ 

計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

・ 

財
政
の
健
全
化
を
進
め
る

※
4
Ｒ
：
リ
フ
ュ
ー
ズ（
ご
み
に
な
る
も
の
の
拒
絶
）、

リ
デ
ュ
ー
ス
（
減
量
）、
リ
ユ
ー
ス
（
再
利
用
）、

リ
サ
イ
ク
ル
（
再
資
源
化
）
の
こ
と

ま
ち
の
将
来
像

「
人
を
大
切
に
す
る
こ
と
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
誰
も
が

安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
、
ま
た
、

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
ま
ち

づ
く
り
を
担
う
人
材
を
育
て
る
な
ど
、
人
を

大
切
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

１　

災
害
防
止
対
策
を
進
め
る
（
災
害
防
止
）

２　

適
正
な
土
地
利
用
と
市
民
が
愛
着
を
感
じ
る
地
区
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
（
市
街
地
整
備
・
地
区
ま
ち
づ
く
り
）

３　

安
全
に
暮
ら
せ
る
良
好
な
住
環
境
を
整
え
る
（
住
宅
・
住
環
境

の
整
備
）

４　

安
全
で
人
に
優
し
い
道
路
網
を
整
え
る
（
道
路
網
）

５　

誰
も
が
移
動
し
や
す
い
公
共
交
通
の
維
持
充
実
を
図
る
（
公
共

交
通
）

６　

安
全
・
安
心
な
水
道
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
（
上
水
道
）

７　

適
正
な
生
活
排
水
処
理
を
進
め
る
（
下
水
道
）

（まちづくりの基本目標５）
安全で快適に暮らせる住み
よいまち

１　

持
続
可
能
な
農
林
業
の
し
く
み
を
つ
く
る
（
農
林
業
）

２　

地
域
の
産
業
を
伸
ば
す
（
商
工
業
）

３　

地
域
資
源
を
活
か
し
、人
が
集
う
観
光
と
交
流
を
進
め
る
（
観
光
交
流
）

４　

雇
用
を
確
保
し
、
働
く
環
境
を
整
え
る
（
雇
用
）

（まちづくりの基本目標４）
人が集い、地域が元気なまち

１　

地
球
に
優
し
い
低
炭
素
社
会
を
つ
く
る
（
地
球
温
暖
化
対
策
）

２　

４
Ｒ
の
推
進
に
よ
る
持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
る（
循
環
型
社
会
）

３　

ふ
る
さ
と
の
自
然
を
守
り
、
共
生
す
る
社
会
を
つ
く
る
（
環
境

保
全
対
策
）

４　

や
す
ら
ぎ
の
あ
る
都
市
空
間
を
つ
く
る
（
公
園
緑
地
・
都
市
緑

化
・
河
川
）

５　

愛
着
と
誇
り
の
持
て
る
良
好
な
景
観
形
成
を
進
め
る
（
景
観
）

（まちづくりの基本目標３）
ふるさとの環境を守り、うる
おいとやすらぎのあるまち

※

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標
と
施
策

ま
ち
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
、
５
つ

の
基
本
目
標
（
政
策
）
に
基
づ
い
て
、
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

問
合
先　

総
合
政
策
課　
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